
ダイヤモンド中NVセンターを用いた
超高感度磁場センシング・イメージング

ダイヤモンド中窒素－空孔中心（NVセンター）

 室温で安定な高輝度発光中心
 室温で安定な電子スピン状態
 発光測定によるスピン状態の読み出しが可能
 レーザー・マイクロ波照射によるスピン状態の操作が可能

⇒光検出による電子スピン共鳴スペクトル測定が可能

ダイヤモンド中NVセンターの超高感度磁場センサへの応用
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狭い共鳴線幅 ⇒超高感度
（単一プロトンの検出可能）
分子サイズのセンサ

⇒超高空間分解能（~ nm）
広い周波数レンジ

（DC～MHz）
室温・大気下で動作可能
低侵襲（生体へ適用可能）
強磁場不要・小型化可能
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新規ダイヤモンド作製技術と
光検出磁気共鳴顕微鏡の開発

微細加工テンプレート基板上での同位体ダイヤモンド薄膜成長

測定可能周波数
DC ~ 10 MHz,

2.4 − 3.2 GHz帯
磁場感度

数 nT·mm/√Hz

(さらに改善可）
空間分解能

nm ~ sub-mm

10 µm

XZ

10 µm

光検出磁気共鳴顕微鏡の開発
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配向分布

窒素ドープ同位体（12C）
ダイヤモンドCVD薄膜

(001) ダイヤモンド

10 μm

NVセンターの生成位置と
配向の同時制御に初めて成功！
高純度薄膜成長と
同位体制御による高感度化
（特願 2013-40653）

共焦点装置、広視野イメージング装置、AFM操作型装置を開発

磁場センサの性能

開発したMWアンテナ
Rev. Sci. Instrum. 2016.



ダイヤモンド磁場センサーの応用例
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磁場の他に、電場、歪、温度など測定可能です。
室温・大気下で測定可能で、広範な対象に適用できます。
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カーボンナノチューブ
デバイスに流れる微小電流を検出

電流感度

10 nA/ Hz

協力：名古屋大

NV

プロトン

少数個（数千個）プロトン検出に成功

Nano Lett. 2013.

従来のNMR技術と比較して，

感度・空間分解能を大幅に向上

DC・AC磁場イメージング

ナノデバイス電流検出 高感度ナノNMR
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マイクロ波アンテナ評価


